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棋をもって 1 歩 l 歩 I~I 信を高めるスモールス
テップ法など具体的な対策を多く紹介してい
る。セルフガイダンス法一連の方法も，ダイ
エットを例にして紹介されている。所々に患者
に試してもらうチェックリストの見本や教材例
が載せられており. どれも難しい内容ではない
ため理解しやすい。
これらに-反しているのは，医療従事者に促
され行動を起こすのではなく， 自分自身の動機
づけと決意によって行動に踏み切れるよう援助
していくことが大切であるという姿勢である。
なにもこれは保健行動に眼ったことではなく，
仕事-家事・趣味-学業などあらゆる方市の行
動に通じることではないだろうか。
ヘルスカウンセリングのポイントとJ支法の項
目では，観察.19~J徳. ijli認-共感という 4つの
ポイントを提示している。ここで部介されてい
るのはまさに技法で. うなずきや相づち等相手
が安心して話せる効来的な促し方，相手の話の
内容を共感的な姿勢で、要約し相手に返す， と
いった具体的な手法が習得ステップという JI~で
まとめられている。言葉で形容し難い心理的側
面にまで踏み込んで，技法や目的が言葉ではっ
きり簡潔にまとめられているため，カウンセリ
ングを学ぶ人達にとっては参考になる内容であ
ろう。
保健医療従事者の行動科学教育は，体験学習
を中心とした教育方法を用いると大変効果的で
あるという著者の考え方が存分に反映されてお
り，各章の終わりに諜題を設け.体験学習を含
め学習者の自らの気づきと態度，行動づくりの
手がかりを提供できるよう試みた内容となって
いる。終章では，医療従事者のストレスとセル
フケアに隠しでも触れられており，単なる知識
の獲得のみならず，将来底療に従事する人材の
育成や研修などにも役立てることができるだろ
つ。
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